
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表面上に第１、第２、第３の領域を画成し、表示の長手方向を規定する実質的な矩形部と
して形成される実質的に平坦な表面を有する透明基板と、
基板の設定領域に形成されるブラックマトリックスと、
透明基板上に配置される複数の着色層を有するカラーフィルタ部であって、第１の着色層
はカラーフィルタの一部を形成するため前記第１の領域に配置され、
第２の着色層はカラーフィルタの一部を形成するため前記第２の領域に配置されると共に
前記基板の第１の領域上で複数の第１平行構造体の形状に形成され、第３の着色層はカラ
ーフィルタの一部を形成するため前記第３の領域に配置されると共に前記基板の前記第１
の領域上で複数の第２平行構造体の形状に形成され、
前記第１平行構造体と前記第２平行構造体が設定角度で相互に重合かつ交差して、それぞ
れが均一の高さを有する複数のスペーサを形成するようにしたカラーフィルタ部と、を具
備する液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項２】
前記設定角度は約９０度であることを特徴とするクレーム１記載のカラーフィルタ基板。
【請求項３】
前記第１平行構造体は平行状態に形成され、前記第２平行構造体は平行状態に形成され、
前記第１平行構造体と前記第２平行構造体の長手方向はそれぞれ、表示の長手方向に対し
て４５度と１３５度の角度で傾斜することを特徴とするクレーム１記載のカラーフィルタ
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基板。
【請求項４】
前記スペーサは前記ブラックマトリックス領域に配置されることを特徴とするクレーム１
記載のカラーフィルタ基板。
【請求項５】
前記液晶表示装置は蓄積容量素子を有する薄膜トランジスタ基板を具備し、
前記スペーサは前記蓄積容量素子に対向する領域に配置されることを特徴とするクレーム
１記載のカラーフィルタ基板。
【請求項６】
薄膜トランジスタと、蓄積容量素子と、ゲート線と、ソース線と、配向膜とを有する薄膜
トランジスタ基板と、
カラーフィルタ基板と、
前記薄膜トランジスタ基板と前記カラーフィルタ基板との間に挟まれる液晶とを具備する
液晶表示装置において、
前記カラーフィルタ基板は、
前記表面上に第１、第２、第３の領域を有し、表示の長手方向を規定する実質的な矩形部
として形成される、実質的に平坦な表面を有する透明基板と、
前記基板の所定領域に形成されるブラックマトリックスと、
前記透明基板上に配置される複数の着色層を有するカラーフィルタ部であって、第１の着
色層はカラーフィルタの一部を形成するため前記第１の領域に配置され、第２の着色層は
カラーフィルタの一部を形成するため前記第２の領域に配置されると共に前記基板の前記
第１の領域上で複数の第１平行構造体の形状に形成され、第３の着色層はカラーフィルタ
の一部を形成するため前記第３の領域に配置されると共に前記基板の前記第１の領域上で
複数の第２平行構造体の形状に形成され、前記第１平行構造体と前記第２平行構造体が設
定角度で相互に重合かつ交差して、それぞれが均一の高さを有する複数のスペーサを形成
するようにしたカラーフィルタ部と、
前記ブラックマトリックスと、前記カラーフィルタ部と、前記スペーサ上に形成される電
極と、
前記ブラックマトリックスと、前記カラーフィルタ部と、前記電極と、前記スペーサの領
域上に形成される液晶分子を配向するための配向膜とを具備することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項７】
前記設定角度は約９０度であることを特徴とするクレーム６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記第１平行構造体は平行に形成され、前記第２平行構造体は平行に形成され、前記第１
平行構造体と前記第２平行構造体の長手方向はそれぞれ、表示の長手方向に対して４５度
と１３５度の角度で傾斜することを特徴とするクレーム６記載の液晶表示装置。
【請求項９】
前記スペーサは前記ブラックマトリックス領域に配置されることを特徴とするクレーム６
記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記スペーサは蓄積容量素子に対向する領域に配置されることを特徴とするクレーム６記
載の液晶表示装置。
【請求項１１】
実質的に平坦な表面を有する透明基板と、
前記基板の設定領域上に形成されるブラックマトリックスと、
前記透明基板上に配置される複数の着色層を有するカラーフィルタ部と、
それぞれ第１のスペーサ部材と第２のスペーサ部材を有する複数のスペーサであって、前
記第１のスペーサ部材と前記第２のスペーサ部材は平行構造体の形状を有する異なる層に
よって形成され、かつ設定角度で交差することによって均一の高さを有する前記各スペー
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サを形成するようにした前記複数のスペーサとを具備する液晶表示装置のカラーフィルタ
基板。
【請求項１２】
前記スペーサ部材は前記着色層によって形成されることを特徴とするクレーム１１記載の
カラーフィルタ基板。
【請求項１３】
前記基板は、さらに前記スペーサ上に形成された電極を有することを特徴とするクレーム
１２記載のカラーフィルタ基板。
【請求項１４】
カラーフィルタ基板は、さらに液晶材料の方向を規定するための複数の突起パターンによ
って構成され、前記第１のスペーサ部材は一つの着色層から形成され、前記第２のスペー
サ部材は突起パターンの一部を形成することを特徴とするクレーム１１記載のカラーフィ
ルタ基板。
【請求項１５】
前記基板は、さらに、前記第１のスペーサ部材の上方と前記突起パターンの下方に形成さ
れる電極を有することを特徴とするクレーム１４記載のカラーフィルタ基板。
【請求項１６】
前記スペーサは、カラーフィルタ部上に形成されることを特徴とするクレーム１１記載の
カラーフィルタ基板。
【請求項１７】
液晶表示装置は、蓄積容量素子を有する薄膜トランジスタ基板を具備すると共に、前記ス
ペーサは、前記蓄積容量素子に対向した領域に配置されることを特徴とするクレーム１１
記載のカラーフィルタ基板。
【請求項１８】
前記設定角度が約９０度であることを特徴とするクレーム１１記載のカラーフィルタ基板
。
【請求項１９】
前記スペーサはブラックマトリックス領域に配置されることを特徴とするクレーム１１記
載のカラーフィルタ基板。
【請求項２０】
　実質的に平坦な表面を有する透明基板と、
　前記基板の所定領域上に形成されるブラックマトリックスと、
　前記透明基板上に配置される複数の着色層を有するカラーフィルタ部と、
　液晶の方向を規定するための 複数の突起パターンと、
　突起パターンを有するスペーサ部材を積層することによりそれぞれが形成される複数の
スペーサと
　を具備し、
　前記スペーサ部材は平行構造体の形状で着色層によって形成され、前記スペーサ部材と
前記突起パターンは所定の角度で交差する均一の高さを有する前記スペーサを形成するよ
うにした液晶表示装置のカラーフィルタ基板。
【請求項２１】
前記基板は、さらに、前記スペーサ部材の上方と前記突起パターンの下方に形成される電
極を有することを特徴とするクレーム２０記載のカラーフィルタ基板。
【請求項２２】
前記スペーサは前記カラーフィルタ部上に形成されることを特徴とするクレーム２５記載
のカラーフィルタ基板。
【請求項２３】
前記液晶表示装置は、蓄積容量素子を有する薄膜トランジスタ基板を具備し、前記スペー
サは前記蓄積容量素子に対向した領域に配置されることを特徴とするクレーム２０記載の
液晶表示装置。
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【請求項２４】
前記設定角度は約９０度であることを特徴とするクレーム２０記載のカラーフィルタ基板
。
【請求項２５】
前記スペーサは前記ブラックマトリックス領域に配置されることを特徴とするクレーム２
０記載のカラーフィルタ基板。
【請求項２６】
スペーサ構造が所定の高さを有するように、所定の角度で相互に交差する第１の平行構造
体と第２の平行構造体をそれぞれ有する二つの部材を具備することを特徴とする、セルギ
ャップを保持するため液晶表示のカラーフィルタ基板上に配置されたスペーサ構造。
【請求項２７】
前記カラーフィルタ基板は複数の着色層を有し、前記二つの部材は前記着色層よりなるこ
とを特徴とするクレーム２６記載のスペーサ構造。
【請求項２８】
前記カラーフィルタ基板は、複数の着色層と、液晶部材の方向を規定するための突起パタ
ーンとを有し、前記二つの部材のうち、一方の部材が前記着色層によって形成され、他方
の部材が前記突起パターンによって形成されることを特徴とするクレーム２６記載のスペ
ーサ構造。
【請求項２９】
前記設定角度は９０度であることを特徴とするクレーム２６記載のスペーサ構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般に、液晶表示装置、特に、液晶表示装置の２枚のガラス基板の間に均一か
つ正確なセルギャップを保持するため、均一な高さのスペーサを有する液晶表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置は、一般に、相互に平行関係を有しながら空間をあけて保持される一対の基
板を有する。基板間の空間は、通常、セルギャップと称される。基板間、即ち、セルギャ
ップ内には、供給される電気信号に応じて光学的特性を変える液晶材料が挿入されている
。
【０００３】
所望の電気信号を液晶材料に制御しながら印加するため、基板の内部表面上に複数の電極
が配置されている。いくつかのＬＣＤ装置は文字や記号の所定の組を発生することができ
る電極配列を有し、他のＬＣＤ装置は、非常に多数の独立してアクセシブルな画素であっ
て、それぞれ選択的に活性化され、無限の種類の画像を形成可能な画素からなる表示を形
成する電極マトリックスを有する。
【０００４】
液晶材料に固有の電気―光学的特徴によって、液晶材料の状態は、電気信号の供給の状態
が変化すると変化する。例えば、いくつかの液晶材料は、電気信号が供給されないと光反
射状態となり、供給された電気信号の影響を受けると光透過状態となる。また、いくつか
の新規な液晶材料は多様な異なる階調をも発揮する。
【０００５】
液晶表示装置の適切な動作を確保するため、表示全体を通して、セルギャップが均一かつ
正確に保持されることが重要である。セルギャップのわずかなズレも表示の際に顕著な欠
陥を生じる（いわゆる、ムラ欠陥）。このことは、従来のＬＣＤ表示パネルの表面に指先
圧をかけることによって容易に確認することができる。圧力に応じて、影響をうけた領域
のセルギャップがわずかに減少し、表示された画像に、黒い点や、コントラストの劣化や
、その他の望ましくない欠陥を生じる。
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【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来技術において、ＬＣＤ装置は、ＴＦＴ基板と、カラーフィルタ基板と、その間に挿入
される液晶材料とを有する。セルギャップは、基板間に複数のスペーサを設置することに
よって保持される。スペーサは均一の高さを有し、スプレー技術によって、セルギャップ
内にランダムに配置される。そのため、一般に、スペーサの分布が不均一となる。適切な
セルギャップを保持するために、十分なスペーサ密度を表示の全域に確実に配置するため
には、過剰に多くのスペーサを用いる必要がある。さらに、そのような従来のスペーサ配
置技術によると、スペーサは、表示の「インアクティブ」領域と「アクティブ」領域の両
方に配置される。「アクティブ」領域とは、液晶材料が基板上の対向する電極間に位置づ
けられるため、選択的に活性化される領域をいう。「インアクティブ」領域とは、基板上
に対向する電極がないため、液晶材料が選択的に活性化されない領域をいう。
【０００７】
このような従来のスペーサ技術は、液晶表示パネルの構造と性能とに関して、本来的に望
ましくない幾つかの欠点を有する。即ち、アクティブ表示領域に配置されたスペーサ、特
に、過剰に配置されたスペーサによって、コントラストの劣化や、スペーサの端部周辺の
望ましくない光の照射等の欠陥を生じる。
【０００８】
従って、参照文献としてここに含まれるヨーロッパ特許１０３０２１１　Ａ２は、スペー
サを散乱させる工程を省略して、不均一なスペーサの分布によるセル厚さの偏りを避ける
ことができる液晶表示を開示している。このＬＣＤ装置は、一般に、ＴＦＴ（薄膜トラン
ジスタ）基板と、ＣＦ（カラーフィルタ）基板と、その間に封入する液晶材料層とを有す
る。ＣＦ基板上に形成された突起パターンは、セルギャップを均一に保持するため、約４
．０μｍの高さを有する。しかし、突起パターンの形成は、電極層上に設けたフォトレジ
ストを塗布し、露光し、現像するという余分の工程によって行なう必要があり、これによ
りコストが実質的に増大する可能性がある。
【０００９】
また、参照文献としてここに含まれる、１９９８年５月２６日に Miyazaki et alに付与さ
れ、発明の名称を「積層着色層より形成される液晶表示装置スペーサ」とする米国特許Ｎ
ｏ .５ ,７５７ ,４５１は、セルギャップを保持するためのＬＣＤ装置の基板上に、複数の
異なるカラーフィルタ層を積層することによって配置される柱状のスペーサを開示してい
る。また、２０００年１１月１４日に Kurauchi et alに付与され、発明の名称を「幾つか
のスペーサはカラーフィルタ層と連続し他のスペーサカラーフィルタ層と連続しない積層
カラーフィルタスペーサを有するＬＣＤ」とする米国特許Ｎｏ．６ ,１４７ ,７２９は、Ｌ
ＣＤ装置のセルギャップを保持するための別の積層カラーフィルタスペーサを開示してい
る。
【００１０】
しかし、上記したスペーサは、さらにいくつかの問題点を有する。まず、図１に示すスペ
ーサは、スペーサ部の最上層１８ｃと画素領域の着色層１４ｃが連続する状態に形成され
ており、空間１９ｃ内におけるスペーサ部の幅Ｗと、高さｈを制御することが困難である
。幅Ｗが増大するとスペーサ部が画素領域に入りこむため、開口率は低減され、スペーサ
の高さｈが変化することによって、セルギャップが不均一となるおそれがある。
【００１１】
さらに、図２と図４を参照すると、これらの図は多様な積層カラーフィルタスペーサを表
している。積層カラーフィルタ２２、２３によって形成される図２ａ、２ｂ及び図４ａ、
４ｂに示すスペーサは、それぞれ円柱と角柱の形状を有する。しかし、カラーフィルタは
、基板上に設けたカラーフィルタ樹脂を塗布し、露光し、現像する工程によって、ＬＣＤ
装置の基板上に形成される。この際、上記の工程における不整合によって、下層カラーフ
ィルタ２３に対して最上層カラーフィルタ２２が正確に配置されないおそれがあり、この
場合、高温下の次工程で最上層のカラーフィルタ２２が流下し、図３ａ、３ｂと図５ａ、
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５ｂに示すように、スペーサの高さが変化し、不均等なセルギャップとムラ欠陥が生じる
。
【００１２】
そのため、実質的にムラ欠陥を低減するためには、液晶表示装置の２枚のガラス基板間に
、均一かつ正確なセルギャップを保持するための均一な高さのスペーサを有する液晶表示
装置を提供することが必要になる。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の目的は、ムラ欠陥を実質的に低減するために、液晶表示装置の２枚のガラ
ス基板間に、均一かつ正確なセルギャップを保持するための均一な高さのスペーサを有す
る液晶表示装置を提供することにある。
【００１４】
上記した目的を達成するため、本発明はＬＣＤ装置用のカラーフィルタ基板を提供する。
カラーフィルタ基板は、実質的に平坦な表面を有する透明基板と、ブラックマトリックス
と、複数のカラーフィルタと、電極と、複数のスペーサと、配向膜とを有する。ブラック
マトリックスは基板の所定の領域に形成される。複数の色の着色層を有するカラーフィル
タ部は透明基板上に設けられる。複数のスペーサは、それぞれ第１のスペーサ部材と第２
のスペーサ部材とを有する。ここで、第１のスペーサ部材と第２のスペーサ部材は、両方
とも平行構造体形状を有する異なる層として形成されると共に、設定角度で重合かつ交差
して、それぞれ均一な高さを保持している。
【００１５】
発明の一実施例では、第１のスペーサ部材と第２のスペーサ部材は、異なる着色層によっ
て形成され、電極は、ブラックマトリックスと、カラーフィルタと、スペーサ上に形成さ
れる。
【００１６】
ＭＶＡ型ＬＣＤに係る本発明の他の実施例では、カラーフィルタ基板はさらに突起パター
ンのようなドメイン制御手段を有し、第１のスペーサ部材は着色層により形成され、第２
のスペーサは突起パターンの一部により形成されている。電極は、第１のスペーサ部材の
上方と、突起パターンの下方に形成される。
【００１７】
本発明の他の特徴は、上記した設定角度が９０度であるカラーフィルタ基板を提供するこ
とにある。
本発明のさらなる他の特徴は、平行構造体が、矩形と平行四辺形であるカラーフィルタ基
板を提供することにある。
本発明のさらなる他の特徴は、スペーサがブラックマトリックスの領域に配置されるカラ
ーフィルタ基板を提供することにある。
本発明のさらなる他の特徴は、スペーサがＴＦＴ基板上の蓄電容量素子に対向した領域に
配置されるカラーフィルタ基板を提供することにある。
【００１８】
スペーサ形成工程において、マスクとガラス基板間の整合精度は、二つのスペーサ部材の
整合に多大な影響を与える。一般に、フォトレジスト露光工程の整合装置は、フォトマス
クとカラーフィルタガラス間において二種類の不整合を生じる可能性がある。一つの可能
性は平行移動の際に生じ、他方の可能性は回転運動の際に生じる。平行移動の誤差は±３
μｍの範囲内であり、一方、回転運動の誤差はほとんど０度であり、回転における不整合
はほとんどない。また、平行移動における不整合は、本発明に係る二つの平行構造体の交
差部の高さに影響しない。従って、スペーサはガラス基板全体で均一であり、主に不均等
なセルギャップによるムラ欠陥を実質的に低減する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を、薄膜トランジスタ液晶表示（ＴＦＴ　ＬＣＤ）装置のカラーフィルタ基
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板を例として、より詳細に説明する。ただし、本発明の要旨及び範囲はそれらに限定され
るものではない。
【００２０】
図６ａ及び図６ｂに示すように、これらの図は、二つの積層カラーフィルタ層３２、３３
によって構成される積層カラーフィルタスペーサ３０を表す。二つのカラーフィルタ層３
２、３３は矩形の形状であり、相互に交差状態に積層され、スペーサ３０は高さＨｓを有
する。この場合、たとえスペーサ３０を構成する二つのカラーフィルタ層３２、３３が平
行方向に不整合であっても、二つのカラーフィルタ層３２、３３は矩形形状を有しかつ交
差状態に積層され、実質的に一定の面積を有するスペーサ３０を形成する。二つのカラー
フィルタ層３２、３３の積層面積或いは重合面積は一定であるため、スペーサ３０の高さ
Ｈｓは一定となり、従来技術の不均一なセルギャップの問題を実質的に解決することがで
きる。
【００２１】
さらに、図に示す二つのカラーフィルタ層３２、３３は矩形形状を有し、直角に重合状態
に交差しているが、二つのカラーフィルタ層３２、３３は他の形状とすることもでき、ま
た、あらゆる角度で重合状態に交差することができる。本発明の要旨は、実質的に長尺の
平行構造体を有する複数のカラーフィルタを設け、これらのカラーフィルタを積層してス
ペーサを形成することによって、積層されたカラーフィルタが不整合であっても、スペー
サが実質的に一定の積層面積を有し、一定な高さを保持することにある。そのため、積層
するために用いられるカラーフィルタは、矩形や平行四辺形などの平行構造体を有するも
のであれば、いかなる形状も可能である。
【００２２】
図７を参照すると、同図は、本発明の実施例に係る液晶表示（ＬＣＤ）装置のカラーフィ
ルタ（ＣＦ）基板５０を表す。カラーフィルタ基板５０は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）基
板に取り付けられ、ＬＣＤ装置を形成している。ＣＦ基板５０は、ガラス基板５２と、ガ
ラス基板５２上に形成され、一般に、赤、緑、青のカラーフィルタからなる複数のカラー
フィルタ５４ａ、５４ｂ、５４ｃと、複数のスペーサ５６とを有する。
【００２３】
図７に示すように、カラーフィルタ５４ａ、５４ｂ、５４ｃは、ＴＦＴ基板上の画素電極
に相当するＬＣＤ装置（点線で示す）のアクティブ領域５８を覆い、スペーサ５６は、Ｔ
ＦＴ基板上のドレイン線と、ゲート線と、蓄積容量電極と、ＴＦＴに相当するＬＣＤ装置
のインアクティブ領域５９上に配置されている。スペーサ５６は、カラーフィルタ５４ａ
、５４ｂ、５４ｃのうちのいずれか二つのフィルタを積層することによって形成される。
【００２４】
通常、カラーフィルタ５４ａ、５４ｂ、５４ｃは、それぞれ縞状に配置され、交互に基板
上に形成される。まず、カラーフィルタ５４ａが領域５５ａ上に縞状に形成される。次に
、カラーフィルタ５４ｂが領域５５ｂ上に縞状に形成されると共に領域５５ａ上に矩形状
に形成される。最後に、カラーフィルタ５４ｃが領域５５ｃ上に縞状に形成されると共に
領域５５ａに矩形状に形成される。すべての矩形状のカラーフィルタは、或る角度で重合
状態に交差されて積層され、一定の高さを有するスペーサ５６を形成している。
【００２５】
その後、電極５３と、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）とポリアミック酸より形成される配
向膜５７が、順にガラス基板５２上に取り付けられることは当業者に理解されよう。配向
膜の表面は、液晶分子を配向するために、ラビング処理がなされる。
【００２６】
さらに、他の好ましい実施例では、矩形のカラーフィルタ５４ａ、５４ｂ、５４ｃの長手
方向は、ＬＣＤ装置の長手方向に対して４５度と１３５度の角度をなして傾斜しており、
従って９０度の角度で互いに重合状態で交差している。そのため、矩形のカラーフィルタ
５４ａ、５４ｂ、５４ｃを形成する過程で不整合になった場合でも、その交差状態で積層
された領域とスペーサの高さは均一に保持することができる。
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【００２７】
上述したように、他の実施例として、積層カラーフィルタはいかなる角度でも交差させる
ことができ、かつ、矩形のカラーフィルタは、平行四辺形などの平行構造体を有する形状
のカラーフィルタと置換できることも理解できよう。
【００２８】
再度、図８を参照して説明すると、同図は、本発明に係る液晶表示（ＬＣＤ）装置１００
を表す。ＬＣＤ装置１００は、カラーフィルタ（ＣＦ）基板５０と薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）基板８０からなり、また、液晶材料６０を収納するための空所を形成するために、
ＣＦ基板５０の端部とＴＦＴ基板８０の端部が相互に接着されている。空所は、複数のス
ペーサ５６によって均一かつ正確なギャップ（セルギャップ）を有する。以下にＴＦＴ基
板８０の構造を示す。ガラス基板８２上に、ゲート８４、ゲート線（走査線）８５と、蓄
積容量線８６がそれぞれ形成されている。ゲート８４と、ゲート線８５と、蓄積容量線８
６は絶縁膜９３によって覆われている。ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）のチャンネルとして
用いられる半導体層８７は、絶縁膜９３を介して、各ゲート８４上に形成されている。
【００２９】
さらに、ＴＦＴのソース領域とドレイン領域として用いられる金属層８９ａ、８９ｂは、
各半導体層８７のそれぞれの上部に形成され、ソース線と画素電極８８に接続されている
。さらに、例えばＩＴＯからなる画素電極８８が、絶縁膜９３を介して各蓄積容量線８６
を覆うように形成されている。さらに、配向膜９４は、ソース領域と、ドレイン領域８９
ａ、８９ｂと、各画素電極８８上に形成されている。
【００３０】
さらに、本発明に係るＣＦ基板が垂直配向（ＶＡ）型のＬＣＤに用いられる場合、ＣＦ基
板は、ＣＦ基板上に形成された突起のような、液晶の配向を制御するためのドメイン制御
手段を有することができる。ドメイン制御手段を有するＶＡ型ＬＣＤは、ここで参照する
ヨーロッパ特許公報０８８４６２６－Ａ２に開示されている。
【００３１】
図９に示すように、同図は、本発明の他の実施例に基づく液晶表示（ＬＣＤ）装置のカラ
ーフィルタ（ＣＦ）基板５０’を表す。カラーフィルタ基板５０’は実質的にＣＦ基板５
０と類似している。しかし、ＣＦ基板５０’は垂直配向（ＶＡ）型のＬＣＤに用いられ、
ＣＦ基板５０’は複数の突起パターン６２を有する。また、ＣＦ基板５０’は、ＣＦ基板
５０の矩形のカラーフィルタに類似したカラーフィルタの矩形部６４をインアクティブ領
域上に有する。ＩＴＯ（図示されず）よりなる電極は基板５０’上に設けられる。その後
、ＣＦ基板５０’の突起パターン６２を矩形部６４に交差させると共に、矩形部６４上に
積層して、スペーサを形成する。最後に、配向膜（図示されず）を更にガラス基板５０’
上に設ける。
【００３２】
上述したように、本発明に係るスペーサは、角度をなして交差する二つの矩形部により形
成され、それぞれの矩形部はカラーフィルタ、突起パターンもしくはＣＦ基板上に所定の
高さを有する他の構造を設けることによって形成することができる。この際、二つの矩形
の積層面積は一定となり、積層された矩形部からなるスペーサの高さも一定となる。従っ
て、セルギャップを均一に保持することができ、これにより、ムラ欠陥を実質的に低減す
ることができる。
【００３３】
本発明を、好ましい実施例を参照して説明してきたが、その他多くの可能な変容例や変形
例が、以下に請求する本発明の要旨及び範囲から逸脱することなくなしうることは理解で
きるであろう。
【発明の効果】
上述のように、本発明では、複数のスペーサは、それぞれ第１のスペーサ部材と第２のス
ペーサ部材とを有しており、両方とも平行構造体形状を有する異なる層として形成される
と共に、設定角度で重合かつ交差して、それぞれ均一な高さを保持しているので、主に不
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均等なセルギャップによるムラ欠陥を実質的に低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来のＬＣＤ装置のカラーフィルタ基板の断面概略図である。
【図２】　図２ａ及び図２ｂは、それぞれ、積層カラーフィルタスペーサの平面図及び断
面図である。
【図３】　図３ａ及び図３ｂは、それぞれ、二つの積層カラーフィルタが相互に不整合で
ある積層カラーフィルタスペーサの平面図及び断面図である。
【図４】　図４ａ及び図４ｂは、それぞれ、積層カラーフィルタスペーサの平面図及び断
面図である。
【図５】　図５ａ及び図５ｂは、それぞれ、二つの積層カラーフィルタが相互に平行移動
して不整合である積層カラーフィルタスペーサの平面図及び断面図である。
【図６】　図６ａ及び図６ｂは、それぞれ、本発明に係る実施例の積層カラーフィルタス
ペーサの平面図及び断面図である。
【図７】　本発明の好ましい実施例のカラーフィルタ基板の平面図である。
【図８】　本発明の好ましい実施例の液晶表示装置の断面図である。
【図９】　本発明の他の好ましい実施例のカラーフィルタ基板の平面図である。
【符号の説明】
３０　　　積層カラーフィルタスペーサ
３２　　　積層カラーフィルタ層
３３　　　積層カラーフィルタ層
５０　　　カラーフィルタ（ＣＦ）基板
５０’　　カラーフィルタ（ＣＦ）基板
５２　　　ガラス基板
５３　　　電極
５４ａ　　カラーフィルタ
５４ｂ　　カラーフィルタ
５４ｃ　　カラーフィルタ
５６　　　スペーサ
５７　　　配向膜
５８　　　アクティブ領域
５９　　　インアクティブ領域
６０　　　液晶材料
６２　　　突起パターン
６４　　　矩形部
８０　　　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）基板
８２　　　ガラス基板
８４　　　ゲート
８５　　　ゲート線（走査線）
８６　　　蓄積容量線
８７　　　半導体層
８８　　　画素電極
８９ａ　　金属層
８９ｂ　　金属層
９３　　　絶縁膜
９４　　　配向膜
１００　　液晶表示（ＬＣＤ）装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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